
 

船舶事故等調査報告書 

平成２６年８月２８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１４広第４９号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２６年１月１５日 １１時２０分ごろ 

発生場所 広島県広島港の第１区 

広島県広島市所在の海田大橋橋梁灯（Ｃ２灯）から真方位０６７°

１,４００ｍ付近 

 （概位 北緯３４°２１.５′ 東経１３２°３１.１′） 

事故等調査の経過  平成２６年３月６日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事

務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

貨物船 みさき、２００トン 

 １３２１０３、岡山海運株式会社 

 乗組員等に関する情報 船長、五級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 シューピースに曲損 

 事故等の経過  本船は、船長ほか３人が乗り組み、広島港第１区の海田－５.５ｍ

岸壁（以下「本件岸壁」という。）でスクラップ約６３０ｔを積載

し、船首約２.７０ｍ、船尾約３.４０ｍの喫水により、船長が、船橋

で操船に当たり、前進及び後進の機関操作を繰り返して離岸したとこ

ろ、平成２６年１月１５日１１時２０分ごろ船底に衝撃を感じた。 

船長は、船内を点検して浸水等の異常がなかったので、航行を続

け、１６日０１時００分兵庫県姫路市姫路港に入港した。 

船長は、平成２６年１月３０日広島県尾道市の造船所へ定期検査の

ために入渠
きょ

したところ、本船の船尾部に損傷を認めた。 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 北、風力 ４、視界 良好 

海象：波高 約０.５ｍ、潮汐 下げ潮の中央期 

 その他の事項 

 

船長は、１０年以上の船長職の経験があり、本件岸壁に月に４回ほ

ど着岸していた。 

船長は、本件岸壁付近の海底には、落下したスクラップなどの障害

物が存在することを知っており、以前、貨物を積載して離岸したと

き、船底が接触したことがあった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

あり 

 本船は、広島港第１区の本件岸壁を離岸する際、貨物を積載して高



 

潮時を過ぎた時機であったことから、障害物に乗り揚げた可能性があ

ると考えられる。 

原因  本事故は、本船が、広島港第１区の本件岸壁を離岸する際、貨物を

積載して高潮時を過ぎた時機であったため、障害物に乗り揚げたこと

により発生した可能性があると考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、喫水、水深及び潮汐を検討し、離岸時機を判断するこ

と。 

 


